
[光明寺庫裡・書院]見学レポート

資料1



資料2

左図の書院・対面の間（木造）及び庫裡・本坊（ＲＣ造）が今回の
設計した建物である。

本堂：江戸時代　1698年建立（国の重要文化財）

山門：江戸時代　1847年建立



資料3 書院・対面の間（木造） 左手が庫裡・本坊、右手は書院・対面の間（木造）



資料4 中央に大岡先生、右は松浦弘二



総門







三門、左手遠方に庫裡・本坊の屋根が見える



正面奥に庫裡・本坊の屋根が見える。右手は開山堂



庫裡・本坊の屋根



庫裡・本坊の妻壁

これだけの大きな壁面での縦横の部材とそれに区切られた白壁とのバランスが絶妙である



例1 東福寺東司（重要文化財）

木造ですが参考例です。

（インターネットより借用）

例2 大徳寺浴室（重要文化財） 例3 瑞巌寺庫裏（国宝）

（インターネットより借用） （インターネットより借用）



跳ね出しの桁は出三斗で受けた形



二重虹梁蛙股

左手に海老虹梁、中央は平三斗、その上は二重の虹梁＋本蛙股となっている



美しい曲線の海老虹梁

妻壁面が大きいので海老虹梁が二列に入っている







正面が書院



書院



書院の右手に大聖閣









書院内部







年月 西暦 助手 構造設計 施工 構造種別

昭和59 1984 光明寺 庫裏、書院 神奈川県 鎌倉市 昭和59～60 松浦弘二 松本構造設計 大林組 ＲＣ造

（インターネットより借用）

工事名 所在地 工事期間







左図の書院・対面の間（木造）及び庫裡・本坊（ＲＣ造）が今回の





















木造ですが参考例です。

（インターネットより借用）






























